
社会福祉法人もみの木福祉会 

令和６年度事業報告 
１．法人の運営 

 (1)理事会の開催 

理事会名および開催日 出席状況 議 題 

第 227回 

令和 6年 6月 12日 

6名、監事 第１号議案 令和 5 年度事業報告 

第２号議案 令和 5 年度決算報告 --監査報告-- 

第３号議案 業務執行報告 

第 228回 

令和 6年 9月 25日 

6名、監事 第１号議案 業務執行報告 

 

第 229回 

令和 6年 12月 18日 

6名、監事 第１号議案 業務執行報告 

 

第 230回 

令和 7年 3月 19日 

6名、監事 第１号議案 令和7年度事業計画案 

第２号議案 令和7年度収支予算案 

第３号議案 諸規程の一部改正 

第４号議案 業務執行報告 

  

(2)監査の実施 

実施者 監査事業及び実施日 指摘及び改善事業 
法人監事 法人全体 

令和 6年 6月 12日 
なし 

 

（3）評議員選任解任委員会の開催 

実施日 実施者 説明者 

開催なし   

 

 (4)評議員会の開催 

評議員会名および開催日 出席状況 議 題 

第 57回 

令和 6年 6月 27日 

７名 第１号議案 令和 5 年度事業報告 

第２号議案 令和 5 年度決算報告 --監査報告-- 

第 58回 

令和 7年 3月 28日 

６名 第１号議案 令和7年度事業計画案 

第２号議案 令和7年度収支予算案 

 

２．運営管理の状況 

 (1)障害者総合支援法等に基づくサービス事業の実施 

サービス事業 事業所名 利用定員 常勤職員数 ﾊﾟｰﾄ職員数 延べ利用人数 

生活介護事業 

もみの木園 60名 51名 1名 
17,863人 

   前年 17,600 

支援センター

のぞみ 
20名 12名 4名 

4,607人 

前年 4,790 

サービス事業 事業所名 利用定員 常勤職員数 ﾊﾟｰﾄ職員数 延べ利用人数 

就労継続支援

Ｂ型 
もみの木作業所 40名 14名 4名 

12,418人 

 前年 12,982 

居宅介護 

 

行動援護 

 

支援センター

のぞみ 

－ 

 

－ 

3名  267人 

前年 284 

1,027人 

前年 977 



重度訪問介護 

 

5 人 

前年  6 

日中一時支援 

  

移動支援 

 ※休止中 

支援センター

のぞみ 

－ 1名  2,790人 

   前年 3,023 

0人 

前年 0 

相談支援 
支援センター 

和おん 

－ 3名 
 840件 

前年 863 

短期入所 2名 兼務 
 1,016人 

前年 1,016 

入所支援 

もみの木園 

55名 
生活介護兼務 

夜勤 3名 

 18,459人 

前年 18,489 

短期入所 2名 
 904人 

前年 628 

共同生活援助 

つどい・ひなぎく 

よみ・あすか 

あさがお・すばる 

かなで・さくら 

和おん 

 市内 9か所 

49名 

内訳 

(包括) 

36 名 

(日中) 

13 名 

17名 

（包括日中兼務） 

夜勤 2名 

4名 

 

世話人 

19名 

16,925人 

   前年 17,367 

内訳 

（包括）12,288 人 

（日中） 4,637 人 

 

 (2)職員関係 

   ①新規採用者  ５名 

   ②中途退職者  ５名 

      ③中途採用者  ４名 

④年度末退職者 ６名 

⑤パート職員  採用１名 退職４名 

 

(3)職員研修 

  サービスの質の向上を図るため、次の主な研修に参加した。 

 ［ＯＦＦＪＴ］ 

① サービス管理責任者研修（サービス事業における責任者・必配置） 

    （実践：2 名、基礎：2名） 

② 虐待防止研修  [権利擁護：3名、共通基礎：2名] 

③ 強度行動障がい支援者養成研修 [基礎：4名、実践：5名] 

④ 相談支援従事者初任者研修 [サビ管向け：2名、専門員：2 名、現任：1名] 

⑤ グループホーム世話人研修－17名 

   その他スキルアップのための研修 2件 

 

 

 



 ［ＯＪＴ］ 

研修名称 実施日 場所 講 師 参加者数 

職場のﾊﾗｽﾒﾝﾄ 

防止研修 

7/10 会議室 

 

安酸早苗氏(特定社会保険労務士) 23名 

役職者対象 

障害者虐待と 

権利擁護 

9/14 ふれあ

いの里 

綾木真理子氏(権利擁護ﾈｯﾄﾜｰｸほうき) 106 名(延べ) 

交通安全研修 12 月(5 回) 会議室 

 

安全運転管理者（森田・高濱） 116 名 

権利擁護研修 1/21,2/17 会議室 

ｵﾝﾗｲﾝ 

身体拘束の適正化及び行動制限について 

(権利擁護委員：西尾、川端) 

105 名 

救急救命講習 1/21,3/18 会議室 西部消防局講師 26名 

 

(4)支援拠点実績報告 

  ア もみの木園   

  イ グループホーム   

  ウ 支援センターのぞみ          

  エ もみの木作業所   

 

３．経営管理の状況 

 ①財務状況・・別紙決算書のとおり 

 ②保健・食生活事業報告・・別紙 

 ③整備・修繕実績                            （千円） 

整備名称 整備費 補助金 付  記 

もみの木園居住棟各出入口電気錠設置工事 12,650  久大建材㈱ 

もみの木園伯耆寮玄関自動ドア改修工事 2,090  久大建材㈱ 

もみの木園男子棟ドア・建具修繕工事 550  久大建材㈱ 

もみの木園空調機ﾎﾟﾝﾌﾟｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ作業 341  三和商事㈱ 

もみの木園空調機炉内洗浄・ﾌｧﾝｺｲﾙ交換 264  三和商事㈱ 

もみの木園玄関自動ドア修繕工事 104  山陰エレベータ㈱ 

もみの木園錦寮給湯器取替工事 223  米子ガス㈱ 

もみの木園キュービクル改修工事 524  ㈲新生電気工事 

もみの木園浄化槽機器修繕工事 253  大成工業㈱ 

もみの木園中庭排水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ取替工事 275  曽我工業㈱ 

GH あすかトイレ自動洗浄機取替工事 121  曽我工業㈱ 

GH さくら電気温水器取替工事 364  ｴﾃﾞｨｵﾝみのかや 

のぞみ浄化槽排水ﾎﾟﾝﾌﾟ交換工事 308  曽我工業㈱ 

のぞみ浴室ﾀｲﾙ・手すり修繕工事 150  ＧｅＣｔ 

もみの木園日中活動用軽ﾄﾗｯｸ車両 1,426  ㈲中田自動車 

もみの木作業所就労事業用軽貨物車両 618  ㈲中田自動車 

別紙各部実績報告書のとおり 



整備名称 整備費 補助金 付  記 

もみの木園調理実習室エアコン 277  ｴﾃﾞｨｵﾝみのかや 

もみの木園男子棟洗濯機 129  ｴﾃﾞｨｵﾝみのかや 

もみの木園男子棟ノートパソコン２台 215  ﾃﾞﾙ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ㈱ 

もみの木作業所ノートパソコン 128  ﾃﾞﾙ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ㈱ 

和おん相談用ノートパソコン 107  ﾃﾞﾙ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ㈱ 

のぞみノートパソコン 113  ﾃﾞﾙ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ㈱ 

④その他 

  ■権利擁護委員会（旧：苦情要望虐待防止）［年 12回開催］ - 別紙報告 - 

   －年 15件（前年 29件）の苦情、要望 ⇒各部での検討会実施 

－各部署毎のロールプレイ研修等の企画、業務振返りシートの継続 

 

  ■リスクマネジメント委員会［年 12回開催］- 別紙報告 - 

－R2年度 155 件 R3年度 184件 R4年度 171件 R5年度 146件 R6年度 112件 

－ヒヤリハットの検証を各部署・職員へ反映 

 

  ■ストレスチェックの実施 ※()内は前年度 

   －対象者 126 人（125） 未提出者 26人（23） 提出率：79.4%（81.6） 

－高ストレス者 11人（10）→うち、産業医面接 0人（2）、管理者面談 0人（0） 

 

４．その他事業 

 ①あいサポートとっとりフォーラム２５の共催 

  ■ＮＰＯ法人あかり広場と共催し、県内の福祉関係者で組織した実行委員会形式で、 

全国的にも有数な福祉フォーラムを開催 

   ・令和 7年 1 月 11日、12日 

   ・米子コンベンションセンター 国際会議室ほか 

   ・参加者：232名 

・衛藤晟一参議院議員、山本ひろし参議院議員 

   ・平井鳥取県知事、伊木米子市長、廣江研こうほうえん会長 

   ・厚生労働省：伊原和人厚生労働省事務次官ほか 



月

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

H30年度より歯科健診は実施していません。

・総合健診　鳥取県保健事業団（4日間）利用者：139名　職員　15名

・総合健診結果について嘱託医との所見整理と再検査、家族への説明、報告の実施
・年度末評価と新年度計画
・新年度保健体制の確立

 毎月の事業
　・往診：山口先生２回／月、木下先生１～２回／月、岡田先生１回／月、しみず先生1回／2ヶ月、
　　みやじ歯科　不定期、吉岡先生巡回　1回/月　翌日の処方受け（薬局との調整）
　・歯科受診：歯科センター（木曜午後、随時）みやじ歯科　(随時）
　・グループホーム巡回　1回/月
　・体重、バイタルサインチェック　1回/月
　・感染予防
　・検便（保菌　大腸菌）毎月第1週目水～金曜日
　・利用者カンファレンス開催
　・希望者のフットケア実施
　・自立支援医療受給者証・保険証等の更新手続き

・総合健診　鳥取県保健事業団（2日間）　園利用者：53名　夜勤勤務者健診：38名

・インフルエンザワクチン予防接種　職員・利用者　233名
・コロナワクチン予防接種　65歳以上希望利用者　26名

・年末年始関連の準備

・市健診結果による精密検査

令和6年度　　年間保健事業報告　　　　　　　　　　もみの木福祉会

保健事業

・新年度の指導部個別プログラムの確立 

・ストレスチェック予定作成　実施開始

・職員救急法（１～３か月に1回実施予定）
・職員生活習慣病予防健診　（6月～）87名

・米子市特定健診等　山口外科実施分（11月までかけて実施）　21名



令和６年度事業報告 

                                 管理部食生活課 

【特別食】 

食事の種類 熱量 塩分 令和４年 令和５年 令和６年 

減塩食 １，６００kcal ５g以下 ３６名 ３６名 ３５名 

減量食 

(糖尿食含む) 
１，２００kcal ７～１０g以下 １２名 １０名 ９名 

透析食 約１，６００kcal ５g以下 １名 １名 １名 

ミキサー食 約１，５００kcal ７g以下 ４名 ３名 ３名 

常食(普通食) １，８００kcal ７～１０g以下    

※透析食については塩分制限・蛋白制限・カリウム制限の為、肉・魚・大豆製品・卵は 

すべて半量、果物・野菜は加熱が必要（ドライフルーツは禁止）※水分制限あり 

【利用者個々に気をつけていること】※普通食の利用者の方全員一口大刻みで提供 

年度別 超刻み 刻み 骨とり 揚げ物禁止 アレルギー食品除去 

令和４年 ８名 ２５名 骨なしを使用 ３８名 １０名 

令和５年 １２名 １９名 骨なしを使用 ３６名 ９名 

令和６年 １９名 １５名 骨なしを使用 ３５名 ９名 

【一日の平均食数】 

施設名 朝食 昼食 夕食 注意事項 

もみの木園 ５１名 約１００名 ５１名 周りの状況にあわせて時間差で提供 

もみの木作業所  約４１名  個々に合わせた食事形態での提供 

ほっと茶町  約１０名  弁当でも食べやすい食材の提供 

グループホーム 

さくら 

 
７名  嚥下に注意（個々にあわせた刻み） 

グループホーム 

和おん 

 
６名 

 嚥下に注意（個々にあわせた刻み・とろみ・

お茶ゼリーを使用） 

支援センター 

のぞみ 

 約３２名  できるだけ温かい食事提供 個々に合わせ

た食事形態 

※全施設衛生管理・異物混入に注意している 

＜年間を通しての行事＞ 

５月：開園記念日会食（昼食をお祝い膳で提供）、 

８月：夏祭り（園：昼食を夏祭り風にして提供、たい焼き、チョコバナナ） 

１０月：もみの木祭り（幕の内弁当を提供） 

★もみの木園・・・男女利用者、魚国（委託先）、支援員、栄養士で話し合い、和おんは第一金曜日、 

さくらは第二金曜日に話し合いをし、献立を掲示・配布。月２回水曜日は選択メニュー 

★もみの木園食堂、もみの木作業所、年２回害虫の駆除を行っている。 

★もみの木作業所・・・職員・栄養士で話し合いをし、第二木曜日は誕生会、第四水曜日は選択メニ

ューをしている。二週に一回献立を掲示・配布 

ほっと茶町のお弁当を作って配達している。 

★支援センターのぞみ・・・月曜日～木曜日までは魚国の食事 

金曜日はお弁当（作業所自主生産より製造・提供） 



令和 6 年度リスクマネジメントまとめ 

                                                   

 

【法人全体】 

報告件数：R4 年度 171 件 R5 年度 146 件 R6 年度 112 件 

 

 

【内訳】 

 

※利用者関係…利用者間トラブル・急変（救急搬送、てんかん発作対応含む） 

その他…連絡・確認ミス（移動支援、情報共有）事務処理、食事トラブル、ｾｷｭﾘﾃｨｰの不備） 

 

 

 



【男子・通所・働生介】報告件数：R4 年度 35 件 R5 年度 24 件 R6 年度 25 件 

 

【ポイント】 

●転倒…前年度に比べ増加。職員配置含め見守りの徹底をお願いします。 

●服薬ミス…前年度に比べ増加。再度服薬マニュアルの周知徹底をお願いします。 

 

【女子】報告件数： R4 年度 21 件 R5 年度 25 件 R6 年度 15 件 

 

【ポイント】 

●転倒・怪我…前年度より減少。棟内、居室の環境調調整を行い転倒リスクの軽減を。 

●服薬ミス…前年度より増加。服薬マニュアルに沿った対応をお願いします。 

 

 

 

 



【作業所】報告件数： R4 年度 32 件 R5 年度 28 件 R6 年度 26 件 

 

【ポイント】 

●車両事故…前年度より増加。安全運転の徹底をお願いします。 

 

【さくら・和おん・GH】報告件数：R4 年度 54 件 R5 年度 34 件 R6 年度 26 件 

 

【ポイント】 

●服薬ミス…年々減少している。引き続き服薬マニュアルの周知徹底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 



【のぞみ】報告件数： R4 年度 26 件 R5 年度 32 件 R6 年度 13 件 

 

【ポイント】 

●転倒・怪我…前年度より減少。引き続き見守り、職員間同士での連携を密にお願いしま

す。 

 

【管理部】報告件数： R4 年度 3 件 R5 年度 3 件 R6 年度 7 件 

 

【ポイント】 

●服薬ミス…薬の取り扱いには細心の注意をはらうようお願いします。 
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５５名

６０名

施設入所支援

年間延　１７，８６３人 契約者７８名

年間延　１８，４５９人 契約者５１名

生活介護（日中支援）

社会福祉法人　もみの木福祉会　障がい者支援施設　【もみの木園】

　令和６年度事業報告

提供サービス

利用者数 備考事業 定員

各種研修への派遣、自己研鑽の機会の提供についてはリモート・集合での参加により継続して取組みました。人材育

成・当法人の役割として、各種研修会（「サービス管理責任者研修」「強度行動障害者支援専門研修」「相談支援従

業者研修」「障害種別研修」「障がい者虐待防止研修」「その他研修会」等）への参加・講師の派遣を行いました。

また、働きやすい職場づくりについては、仕事と私生活両面に配慮し、有給休暇取得の勧奨や役職者による面談を実

施することで個々の意見を業務に取り入れることができました。

年間延　　　　９０４人 契約者５５名短期入所 ２名

１．安心安全で豊かな施設生活の実現

２．地域との関係づくり

３．人材育成と働きやすい職場づくり

　令和６年度は、しっかりとした感染対策を継続しつつ、利用者のQOLの向上をテーマに、日中活動はもちろん、もみ

の木祭り・日帰り旅行・イベント等、コロナ禍以前の活動に戻せるよう取り組んでまいりました。しかしながら、当

施設においても７月にコロナ、１２月にインフルエンザのクラスターが発生しました。

　また、８月には虐待案件が発生してしました。事案の検証を行い、再発防止・信頼回復に職員一丸となって取り組

んでまいりました。引き続き、ご利用者様の安心・安全な生活を最優先に、適切なサービスを提供し、この案件を風

化させないよう信頼回復に努めてまいります。

ボランティア、実習、視察等については、受入れを積極的に行いました。このことは利用者、職員皆が地域に支えら

れていることを実感できたと同時に、社会福祉法人の責任の重さを改めて認識することに繋がりました。

前年度同様、重度・高齢化対策を喫緊の課題として取組みましたが、利用者の身体機能低下スピードが著しく、転倒

等による怪我、基礎疾患の重症化が多く見られました。これまでも必要な場所への動線の見直しや支援スキルの向上

等により対応を図ってまいりましたが、老朽化した現施設の環境では限界もあるため、新たな施設整備に向けて「も

みの木福祉会建設委員会」を中心に協議を進めています。

医療機関、医務との連携により、感染予防、疾病の早期発見に努めましたが、加齢からくる新たな疾病の発症や基礎

疾患の重症化等により、男性３名・女性４名（延べ１０人）の入院、救急対応等がありました。

新型コロナウイルスの分類見直し以降、当施設におきましても感染対策は継続しつつ、もみの木祭り・日帰り旅行・

イベントの再開等、少しずつではありますが以前の活動に戻せるよう取り組んでまいりました。また、地域の課題で

もある強度行動障害に対応するため、環境調整、研修会への参加・講師派遣等により、利用者の安心安全に加え、職

員のスキルアップにも繋がっています。

社会福祉法人の責務である「公益的な取組」をアート活動を主体として取組みました。実績としては、幼稚園との合

同作品作り、他施設との合同作品展、米子美術館での「もみの木アート展」等の開催、県認定アートギャラリー。ま

た、民生児童委員（２地区）の皆様の見学・意見交換、県立米子養護学校保護者会見学会等により、「地域における

障がい理解促進」に繋がったと感じています。

※具体的な数字については事業別利用状況にてまとめて表示

事業概要



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

1,479 1,529 1,533 1,562 1,590 1,549 1,567 1,533 1,580 1,583 1,399 1,555 18,459

前年度 18,489

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

22 23 22 23 23 22 23 22 23 23 20 23 269

1,458 1,521 1,470 1,595 1,449 1,478 1,567 1,495 1,540 1,469 1,321 1,500 17,863

前年度 17,600

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

64 92 81 69 75 91 82 86 44 72 65 83 904

前年度 628

【新規受入(４名)：男性３名・女性１名】【退所(３名)：男性１名・女性２名】

（利用実績）

稼働日数

男性 ５４．５歳 5.6

稼働日数

令和６年４月時点で男性３３名、女性１８名の合計５１名の利用者で事業開始。

・退　所　(１名)：２月～女性1名(逝去)

・新規受入(１名)：６月～男性1名

・入院者　(７名)：男性３名（右大腿骨頚部骨折、左肘頭骨骨折、虫歯抜歯）

　　　　　　　　　女性４名(左鼡径ヘルニア嵌頓、左大腿打撲血腫・左大腿骨頚部骨折、腸閉塞、誤嚥・窒息）

◎令和７年３月時点、男性３４名、女性１７名の合計５１名

入浴 入浴要支援者介助
16:00

ユニット会議 １回/月 日中活動の検討及びユニット間の調整

棟会議（男女） １回/月 支援内容の点検・修正/活動・生活課題抽出/個別ケア検討

モニタリング会議 １０回 個別支援計画作成に係る検討

業務振返り検討会 ２回 支援強化目標の設定

　【短期入所 ： 定員２名】

　相談支援専門員と連携を図り、在宅者の受入れを行う

（利用実績）

稼働日数

延利用者数

　【支援者会議等の検討状況】

会議名 開催回数 主な議題等

サービスの点検と質の向上

16:30 送迎 通所生活介護利用者送迎

体験旅行 日帰りを実施

11:30 生産活動(観葉植物リース)・レク活動(DVD鑑賞･音楽)･リハビリ対応･外出支援

11:30

13:30

13:30 体力作り(歩行･体操)･機能訓練(紙ちぎり･キャップ選別)･創作

15:00 生産活動(観葉植物リース)・レク活動(DVD鑑賞･音楽)･リハビリ対応･外出支援

15:00

日中活動

昼食 食事要支援者介助・見守り

日中活動

9:00 体力作り(歩行･体操)･機能訓練(紙ちぎり･キャップ選別)･創作

16:00 片づけ 通所生活介護利用者、家族への連絡・引継ぎ

（利用実績）

延利用者数

　活動及び支援内容

8:30 送迎 通所生活介護利用者送迎、待受け

9:00 準備 引継ぎ・バイタルチェック・ホームルーム

　職員配置 ： １.７：１

事業別利用状況

　【施設入所支援 ： 定員５５名】

夜間支援体制 ： 男性職員２名・女性職員１名・看護師３名待機（輪番制）

２０２５年３月末現 平均年齢 平均障害支援区分 最高齢

　支援体制 ： サービス管理責任者２名・支援員４２名・看護師２名・補助職員３名

８７歳

女性 ６４．４歳 5.4 ８８歳

延利用者数

　【生活介護 ： 定員６０名】

　契約利用者数：男性５２名、女性２６名の合計７８名（通所部含む）　



月

広島トーキングマット基礎研修２日目

県知福協施設長会

米子市社会福祉法人連絡会【役員会】

7

8

9

10

開園記念 西部自立支援協議会 運営委員会

法人内伝達研修：苦情受付

西部地区福祉セミナー

かなでアート もみの木福祉会監査・理事会・評議員選任解任委員会

県立米子養護学校高等部・現場実習

倉吉養護学校高等部・現場実習

行事・実習・見学・ボランティア受入及び職員研修・会議実績

行事・実習・見学・ボランティア受入 職員研修・会議

かなでアート 新人職員研修

介護福祉科実習指導者会議

転倒　・　怪我 34 11

服薬ミス 5 11

利用者間トラブル 9 7

21

6

6

西部自立支援協議会　入所部会・運営委員会

障がい福祉サービス従業者研修　就労・介護分野

山口県知福協合同研究会

障害者支援施設ひかり苑施設見学（山口県）

もみの木まつり

支援者養成現任研修(高齢知的障害者支援ｺｰｽ)（のぞみの園）

鳥取短期大学・保育実習

県立米子養護学校高等部・現場実習

米子幼稚園とのアート交流

県立米子養護学校運営協議会

倉吉養護学校高等部・現場実習

かなでアート 強度行動障がい支援者養成研修【専門・実践研修】

共に生きるアート展【KANSEI11】 新人職員研修

米子法人会　古タオル寄贈

かなでアート 強度行動障がい支援者養成研修【専門・基礎研修】

もみの木福祉会理事会

福祉職員ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程【ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰｺｰｽ】

県民総合福祉大会

法人内研修：虐待防止研修

法人内研修：実践報告会

米子市障がい者計画推進委員会

夜勤者健診 ジョブコーチ養成研修

夏祭り 県知福協施設長会

かなでアート サービス管理責任者等更新研修

県立米子養護学校中学部・現場実習

中四国知的障害関係職員研究協議会

障がい者虐待防止等研修【共通基礎研修】

鳥取県知的障がい関係施設親善球技大会

ボランティアコーディネーター養成研修

相談支援専門員初任者研修

法人内研修：ハラスメント研修

米子市社会福祉法人連絡会総会

かなでアート 広島トーキングマット基礎研修１日目

4

5

6

車両事故 3 0

配慮に欠ける支援 1 0

合　計 52 38 29

5

0

県知福協監事会・代議員会

中国地区知的障害関係施設長会

西部自立支援協議会　一般就労部会

リスクマネジメント

　【事故内容】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件数）

事案 令和４年度 令和６年度令和５年度

県立米子養護学校運営協議会

サービス管理責任者等基礎研修

強度行動障がい支援者養成研修【専門・基礎研修】

相談支援専門員初任者研修

相談支援専門員初任者研修

県自立支援協議会　就労支援部会

障がい者と共に生きるｱｰﾃｨｽﾄたちの原画展示販売会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　at吉祥寺

西部自立支援協議会 一般就労部会

サービス管理責任者等指導者養成国研修（所沢）県立米子養護学校保護者施設見学会

彦名・夜見・富益地区民生児童委員施設見学

のらのらの会アート見学

西部自立支援協議会 運営委員会・入所部会

ジョブコーチ養成研修

障がい者雇用支援のための制度学習会

かなでアート



月

県立米子養護学校高等部・現場実習

11

12

1

鳥取県立バイアフリー美術館ワーキンググループ

アメニティーフォーラム（滋賀）

BCP研修会

西部自立支援協議会『障がい当事者のお話を聞く会』

サービス管理責任者等実践研修

就労アセスメント研修会

救命講習

法人内研修：身体拘束適正化研修

2

米子市社会福祉法人連絡会【研修会】

知福協中国地区親善球技大会実行委員会

教育・保育実習連絡会

西部自立支援協議会 一般就労・権利擁護・入所部会

法人内研修：BCP研修（備蓄食検討）

県立米子養護学校移行支援会議

米子市社会福祉法人連絡会役員会

法人内研修：身体拘束

米子幼稚園作品展 米子市障がい者計画等推進委員会

総合健診

要介助高齢知的障がい者支援研修会

とっとり就労支援フォーラム2024

社会福祉法人役職員研修会

救命講習

県外アート活動先進事例視察（広島）

県立米子養護学校移行支援会議

県立米子養護学校運営協議会

西部自立支援協議会　正副会長会・運営委員会

あいサポートとっとりフォーラム２５

もみの木福祉会理事会

県知福協施設長会

地域支援セミナー：意思決定支援

3

県知福協創立60周年記念式典イベント 県知福協施設長会

避難訓練 もみの木福祉会理事会・評議委員会

倉吉養護現場・宿泊体験 サービス管理責任者等フォローアップ研修

指定障害福祉サービス事業所等集団指導

日本の福祉を考える会

法人内研修：身体拘束適正化研修

あかり広場法人職員研修（虐待防止・身体拘束等適正化研修）

米子市・日吉津村自立支援協議会　運営委員会

新人職員研修

米子幼稚園バザー

鳥取県手をつなぐスポーツ祭り西部大会

インフルエンザ予防接種

権利擁護勉強会

県強行支援者養成研修【専門研修】

県強行支援者養成研修【専門研修】

地域定着支援に係る関係機関等連絡協議会

車尾地区民生児童委員施設見学

米子アリーナ整備事業に係る福祉団体との意見交換会

通所クリスマス会

避難訓練 法人内研修：交通安全研修

インフルエンザ予防接種

モルモン教来園クリスマス会 西部自立支援協議会 運営委員会　一般就労・地域移行部会

鳥取市社協職員施設見学 知福協障害者支援施設部会全国大会（広島）

夜勤者健診

行事・実習・見学・ボランティア受入 職員研修・会議

西部自立支援協議会 全員協議会



　　　　社会福祉法人　もみの木福祉会　地域生活支援部　

　　令和６年度　事業報告

〇 共同生活援助（日中サービス支援型：定員13名）

〇 共同生活援助（介護サービス包括型：定員36名）

〇 短期入所（和おん：１名、さくら：１名）

〇 相談支援（計画相談、地域移行定着支援、委託相談【米子市、日吉津村】）

〇 共同生活援助（日中サービス支援型：定員13名　和おん6名・さくら7名）

・和おん50代男性１名：⇒養和会介護医療院へ転居（6/27）

・年間通じて利用者の転居転入はあったが、定員の増減は変化なく満室。

・24ｈ体制なので地域からのニーズも高く、相談支援専門員や精神科病院等の

　地域連携室相談員から見学の問い合わせが多い。

〇 共同生活援助（介護サービス包括型：定員36名）

男性ホーム 女性ホーム

【GHあすか】4名定員満室 【GHすばる  】8名定員満室

【GHかなで】8名定員  (1室空き） 【GHひなぎく】4名定員（1名入院中）

【GHつどい】4名定員満室 【GHあさがお】4名定員満室

【GH よみ 】4名定員満室

・2月から60代女性利用者1名が精神科病院に入院中。

・高齢化に伴い、体力維持・足腰筋力の低下・認知面低下他の理由により、２F

　への階段利用が厳しい状況。≪２F建てホーム：つどい・よみ・ひなぎく≫

・毎年GHが地域に増えており、地域の障がい者が、新築・平屋・街中・買物のしやすさ・

　交通の便…など、住みやすさを考慮してホームを選べる地域情勢となりつつある。

〇　短期入所（和おん１名、さくら１名）

・和おん：登録者：30名：　月28～31日の利用提供

・さくら：登録者：10名：　月20日程度の利用提供

・緊急時の受入れは、予約をされていた利用者（ご家族）へ交代の協力を頂いて対応

・随時、地域の相談員を通じて見学を受け入れている

〇　相談支援

①計画相談：計画・モニタ請求：【児童】35件（19件減）【成人】760件（77件減）

（内訳）計画作成：174件（9）、モニタリング：621件（26）　（ ）児童数

②地域相談：地域移行支援：　３件、地域定着支援：0件

　・計画作成する相談事業所・精神科病院の地域連携室・行政との連携。

③委託相談（米子市、日吉津村）

　・複合的・複雑化した福祉課題を抱えるご家庭へのサポートを行政と連携して支援

　・総合相談地域エリア分け検討会：弓浜地域を検討中（令和7年度中に整備開始予定）

④その他

１.提供サービス

　　２.事業概要



・障害支援区分 認定調査：　７５件（１９件増）

・強度行動障害者のサービス調整会議への参加（8月・2月・3月）

・エールへ協力依頼したケース会議の開催（随時開催）

・令和6年8月から、あかり・つぼみ・和おんの３事業所間において相談支援の協働体制

　を開始。毎週水曜に勉強会・報告会を開催し、質の向上・行政との連携向上・経営の

　安定化を図っている。

【成人】Θ計画作成報酬単価：15,720円/件⇒　20,140円/件

　　　　Θモニタリング単価：13,080円/件⇒　17,610円/件

【児童】Θ計画作成報酬単価：17,660円/件⇒　22,010円/件

　　　　Θモニタリング単価：14,480円/件⇒　18,960円/件

〇共同生活援助

・感染症緩和に伴い、自宅帰省されていた流れがほぼ従来通りとなっている。収支は減収。

・高齢化に伴い、2階への階段昇降が厳しく転倒予防も配慮し、他ホームへの転居も

　今後は増えていく見通し。

・世話人の年齢層が毎年上がるにつれて、世話人確保にも目を向けている。

・常勤換算による配置職員（パート・世話人含）が足りず、加算を請求出来ない月が年度

　の後半に続いた。（日中サービス支援型の人員配置体制加算を得られず）

〇短期入所

・登録者数も多く、利用率も高い。しかし、年度途中から月の利用回数が徐々に減ってきた

　ことに対して、ご家族・ご本人から残念との声が多く聞かれた。

・地域生活支援拠点事業所として、施設見学の受入れ、精神科病院等からの問い合わせ、

　高齢化や親亡き後、ヘルパー不足からの住まいに関する相談協力を行っている【GH・SS】

・サービス体験利用等促進事業を米子市へ申請し、行動障がいがあってサービスの利用に

　至らない方へ支援を実施。（半年間実施し、内１名は次年度から短期入所開始）

　　４.出張、研修参加（共同生活援助・相談支援）

　　〃オンライン

地域移行研修

地域移行研修

オンライン

未来中心

受講：松下・遠田

　　〃

医療的ケア児者支援養成研修 オンライン 受講：長谷川

相談支援従事者現任研修 未来中心 受講：清水

交通安全講習 法人 全職員

相談支援専門員協会全国研修 岡山 参加：清水

地域支援セミナー ふれあいの里 和おん相談支援専門員

障がい者虐待防止等研修 法人、オンライン他 全職員

強度行動障害支援者養成研修（実践）

強度行動障害支援者養成研修（基礎） オンライン 受講：山本智

３.事業別利用状況

出張・研修名 場所 参加者

相談支援従事者初任者研修 未来中心他 受講：森田、助言者：清水



　　宝塚医療福祉大学   6/4〜6/13 相談援助実習   1名

米子市サウンディング調査ヒアリング

消防等設備点検（あさがお他３ホーム） 寿通信工業

委託相談支援事業所所長会議 松下

中国地区知福協分科会 米子コンベンション

ハラスメント委員会（役職者研修） 法人研修

自立支援協議会一般就労部会報告 相談支援専門員出席

消防等設備点検（和おん・さくら他） 米子報知器

産業医・衛生管理者職場巡視 和おん：山口医師

強度行動障害者支援者養成研修（基礎） 受講者：山本智

介護サービス包括型GH指定更新調査 県職員

家族会グループホーム部会　 於：サンアビ　世話人参加

就労選択支援研修 相談支援専門員出席

強度行動障害者支援者養成研修（実践）

避難訓練（総合訓練）

強度行動障害等サービス調整会議 相談支援専門員出席

委託相談支援事業所所長会議

自立支援協議会全員協議会 相談支援専門員出席

消防等設備立入検査 GHかなで

地域移行研修（オンライン） 相談支援専門員参加

手をつなぐスポーツ祭り西部大会 米子市産業体育館

地域移行研修（未来中心） 相談支援専門員

相談合同協働会議（あかり・つぼみ・和おん） 日吉津ヴィレステ

委託相談支援事業所所長会議 松下

４月

５月

６月

７月

8月

９月

１０月

１１月

１２月

管理者・岡山市

備　考

　　６.年間行事実績

もみの木まつり

避難訓練（総合訓練）

地域連携会議（天使園） 協働相談員オブザーバー参加

米子市民生委員施設見学

県米保護者施設見学 入所・作業所・GH等

５.ボランティア・実習生受入れ状況

家族会グループホーム部会 サンアビ

自立支援協議会運営委員会

日吉津イオン

団体名 内容 人数

時　期 行 事 名

異動事例交付

知福協代議員会

中国地区知福協各部会施設長会

イエローレシート贈呈式



委託相談支援事業所所長会議 松下

地域相談支援実地指導（県民福祉局） 和おん相談支援事業

BCP業務継続計画訓練に関する研修

地域支援セミナー 適時開催：相談員参加

強度行動障害等サービス調整会議

世話人研修（権利擁護他）

BCP備蓄に関する研修

知福協60周年イベント 於：県立美術館

介護保険利用に係る会議 毎月：担当生活支援員

総合健診

精神保健福祉に係る事例検討会 年４回開催：相談支援専門員

3月

2月

支援センター連絡会 毎月：相談支援専門員

相談支援の充実を図る連絡会 毎月：相談支援専門員

権利擁護委員会 委員：和おん１名、さくら1名

　会議実績

１月

法人内研修（虐待防止他）

リスクマネジメント委員会 委員：和おん１名、さくら1名

世話人会議 毎月開催

役職者別会議 管理者・課長・係長主任

法人送別会

法人理事会・評議員会 管理者

個別支援会議、ケア会議 半年毎、ケース会議（適時）

あいサポートフォーラム 地域障がい福祉関係者他

権利擁護研修



１．事業別実施状況

【就労継続支援Ｂ型事業】

（１）主たる作業科目 ※（）内金額：前年度

米子バイオマス発電所仮設トイレ清掃

心障センター、サンアビリティーズ 4～3月 ﾌﾛｱ清掃、窓拭き、ﾄｲﾚ清掃、事務所清掃

( ¥29,369,821 )
作業収入合計

清掃・草刈り事業
4～3月 除草・刈り込み・洗車（1～3月）

水鳥公園、ﾌｨﾃﾞｨｱ、県・米子市関連
NOK、中海テレビ、個人宅等

）

4～3月 給食提供

各種バザー販売・ふるさと納税 4～3月

PKC 4～3月 野菜洗浄・袋詰め

もみの木園食堂清掃 4～3月 午後食堂清掃

日宝製本、新日本海新聞 4～3月 入紙、ブックカバー掛け、新聞広告折り

富士丸福、瑞光明 4～3月 箱折り、ボンド付け

松本油店、ひまわり工房 4～3月 油注入、シートテープ貼り

今井印刷、澤井珈琲 4～3月 封入れ

)

¥27,580,394

( ¥8,341,985 )

米子バイオマス発電合同会社 ¥2,178,000
( ¥1,781,340 )

受託事業

植田共栄、はしや 4～3月 青汁箱入れ、爪楊枝シール入れ

施設外就労事業
中部プラントサービス 4～12月

清掃

¥9,271,030

(作)
( )

¥6,157,452

自主生産事業
もみの木作業所（茶町・のぞみ） ¥8,719,880

¥7,485,726

(

令和６年度　もみの木作業所事業実績報告

¥3,039,336(茶)
( ¥2,317,414

　令和6年度は、作業所30名、ほっと茶町10名、合計40名定員で取り組んできた。令和6年度報酬改定により、月額平均工
賃の算出方法が変更となり2年目を迎えたが、令和5年度まで取引があった企業からの取引停止等の収入減もあり、対前
年(29,760円）に対して28,494円となり平均工賃が減少となった。
【利用率に関して】
・令和6年度における開所日1日当たりの平均利用者数は47.5人となった。対前年比96.4％となり減少しているものの40名
定員に対し118.8％で維持することが出来た。しかしながら、契約者数は年々減少傾向であり新規利用者獲得は継続して
行っていく。
【高齢化に関して】
・全国的に見ても、就労継続B型事業所の高齢化が進んでいる中、事業所においても年々高齢化が進んでいる。40～70歳
代の方々の人数が半数以上を占めているが、利用者一人ひとりの作業能力に合わせた作業提供を行ってきた。
【就労選択支援モデル事業への参画に関して】
・令和7年10月より、「就労選択支援」が開始される前提として、鳥取県西部地区（米子市と連携）を中心とした、就労選択支
援モデル事業に参画し、特別支援学校の生徒のアセスメントを行い、課題等を共有・報告を厚生労働省に行った。
【訪問型職場適応援助者の実績について】
・法定雇用率の引き上げに伴い、雇用側が障がいのある方々の雇用する義務が増加する中、ジョブコーチ支援の重要性も
増してきている現状の中で、令和6年度は県独自の補助金額の増加もあり、前年度より増加することができた。特に精神障
がいのある方の支援が非常に増加傾向であり、ジョブコーチ支援の今後の活躍の場が増えることが期待される。

（２）平均利用率

)

( ¥9,975,466

4～3月

２０２４年度実績作業科目 相手先 実施期間 内容

¥9,196,788計

イベント出店（惣菜等）・各会合等弁当販売

¥7,658,052

利用者数

Ｂ型 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 平均

延べ 1,094 1,090 1,107 1,178 985 979 1,158 1,032 1,001 914 890 990 12,418 1,034.8

開所日数 22 23 22 23 21 21 23 22 22 20 20 22 261 21.8

月平均 49.7 47.4 50.3 51.2 46.9 46.6 50.3 46.9 45.5 45.7 44.5 45.0 47.5 47.6

利用率 124.3% 118.5% 125.8% 128.0% 117.3% 116.5% 125.9% 117.3% 113.8% 114.3% 111.3% 112.5% 118.8% 118.9%

前年比 97.4% 94.2% 96.3% 110.3% 99.1% 96.9% 100.2% 95.4% 90.2% 94.4% 92.7% 90.5% 96.4% 96.5%



（３）利用者内訳（年代・性別） 契約者数60名（40歳代～70歳代までが圧倒的に多く高齢化が顕著である。）

（４）訪問型職場適応援助(ジョブコーチ)事業

（ ） （ ） （ ）

（５）利用者平均工賃（月額）
作業別平均時間給

令和６年度利用者増減内訳
【増加】 ・新卒（養護学校） 0 名 【減少】 ・自己都合 2 名

・他事業所より 2 名 ・就労（一般・Ａ型） 0 名
・その他 0 名 ・その他(生活介護) 2 名

0人 0人 1人 1人 1人 2人 4人

女性 0人 0人 0人 0人

68歳 71歳

0人 4人

全体
男性

女性

0人 9人 7人 10人 6人 5人

2人

4人

0人 3人 2人 3人 4人 5人 2人

うち
GH・入所

男性

契約者数 平均年齢 最高年齢 契約者数 平均年齢 最高年齢

男性

女性

41名

19名

44.5歳 79歳 32名 39歳 66歳 9名 63.9歳 79歳

50.3歳 71歳 13名 42.1歳 71歳 6名

全利用者 在宅 GH・入所

契約者数

もみの木作業所
ほっと茶町 平均年齢 最高年齢

¥967,000

（前年度） ¥368,000 ¥380,000

令和４年度 ¥17,031

請求額

（株）東洋食品、松川商事、セイノースーパーエクスプレス、美保テクノス、ザ・ビッグ淀江店、こうほうえんGHなるみ、（株）岡
田商店、養和病院、ワタキューセイモア、境港センター冷蔵、（株）中海テレビ、ウェルネス米原６丁目、さんびる（米子医療セ
ンター）、寿製菓、（株）ライオンハート、ザ・ビッグ淀江店、セイノー（再支援）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

17

¥300

¥611

¥299

２月 ３月

19 20

年度 平均月額 県内平均（参考） 全国平均（参考）

¥23,053

15 16 12 12 19

年間実績

１月

2024年度18件
(2023年度1２件)

県補助金

¥1,180,000

¥687

¥666,000

¥432,000

受託事業

令和５年度

１０月 １１月

(前年度)

全事業

施設外事業

清掃・リース事業

自主生産事業

茶町事業

￥134,400×10名＝ ¥1,344,000 ¥2,524,000
合計

¥258

¥265

¥28,494令和６年度

11

¥3,523,000¥2,011,000

１２月

1418 12訪問回数

支援機構 ¥378,000

(前年度)

￥151,200×10名＝ ¥1,512,000

¥27,345¥29,760

¥20,378¥21,644

70代60代50代40代30代20代10代年代区分

¥21,644

¥29,760

¥28,494

¥19,000

¥21,000

¥23,000

¥25,000

¥27,000

¥29,000

令和４年度 令和５年度 令和６年度

利用者平均工賃（月額）

¥265

¥258

¥299

¥611

¥687

¥300

¥0 ¥200 ¥400 ¥600 ¥800

受託事業

茶町事業

自主生産事業

清掃・リース事業

施設外事業

全事業

作業別平均時間給

県

内

平



２．研修・視察参加実績

倉吉未来中心
web

倉吉体育文化会館

ジョブコーチ連絡会

手をつなぐ育成会スポーツ祭り実行委員会 ふれあいの里

７月 第63回中国・四国地区知的障害関係施設職員研究協議会 米子コンベンションセンター

米子コンベンションセンター
倉吉体育文化会館

手をつなぐ育成会スポーツ祭り実行委員会

定着支援会議 しゅーと
８月

福祉職員キャリアパス対応生涯研修過程・チームリーダーコース

倉吉体育文化会館
西部総合事務所
web
ふれあいの里
徳島県　サンシャイン徳島
とりぎん文化会館
米子産業体育館
県立福祉人材センター
国際ファミリープラザ

東京都　東京ビックサイト
倉吉未来中心

手をつなぐ育成会スポーツ祭り競技委員会

就労支援フォーラムNIPPON2024
ジョブコーチサポート研修

農福連携コンテスト

１２月

工賃向上事業「人づくり」研修中級編
経営協青年会勉強会

中国・四国社会就労センター協議会職員研修会

知福協第3回施設長会議

人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会

米子市人権問題企業連絡会総会

中国・四国社会就労センター協議会施設長研修会

工賃向上事業「人づくり」研修管理者編

６月

全国地域生活支援ネットワーク定期総会

鳥取県知的障がい関係施設親善球技大会
手をつなぐ育成会スポーツ祭り競技委員会

鳥取県社会福祉経営青年会総会

手をつなぐ育成会互助会運営委員会

アセスメント研修会

ハワイアロハホール
web
東京都
日南総合文化ホール
県立福祉人材センター
米子ワシントンホテルプラザ

米子コンベンションセンター
web
倉吉未来中心

皆生養護学校

西部総合事務所

倉吉未来中心

国際ファミリープラザ
キナルなんぶ

鳥取県災害派遣福祉チーム基礎研修

西部総合事務所
県立福祉人材センター

倉吉体育文化会館
はごろもホール
倉吉未来中心

米子コンベンションセンター
米子文化ホール
倉吉未来中心
ふれあいの里
キナルなんぶ
倉吉未来中心

米子コンベンションセンター
米子コンベンションセンター
ビィレステ日吉津

米子コンベンションセンター
米子コンベンションセンター
西部地区事業所見学

web
web

工賃向上事業「人づくり」研修管理者編

米子コンベンションセンター
鳥取県庁

米子ハローワーク
西部総合事務所

山口県　障害福祉サービス事業所サムラ他

全国社会就労センター協議会第1回協議員総会

web
伯耆しあわせの郷

鳥取県障害者就労事業振興センター定期総会

中国・四国地区社会就労センター協議会役員会

鳥取県社会就労センター協議会施設長研修会

１０月

障がい者虐待防止研修

キナルなんぶ
東京都

ハワイアロハホール

ハワイ夢広場周辺

米子コンベンションセンター

ふれあいの里

福祉就労部会研修会

県民総合福祉大会

変革期における社会福祉法人とその経営

就労選択支援モデル事業報告会

ジョブコーチ交流研修会

鳥取県知的障がい関係施設親善球技大会第2回体育部会

５月

知福協代議員会

第５３回中国地区知的障害関係施設長会議
鳥取県知的障がい関係施設親善球技大会第1回体育部会

研修名月 場所
県立福祉人材センター

山口県湯田温泉

職場適応援助者養成研修

工賃向上事業「人づくり」研修管理者編

ジョブコーチサポート研修

苦情受付担当者研修会

DWATスキルアップ研修

工賃向上事業「人づくり」研修管理者編

９月 アセスメント研修会

広島県　広島ガーデンパレス
倉吉体育文化会館

就業支援基礎研修

手をつなぐ育成会スポーツ祭り
鳥取県DWAT活動訓練

刈払機作業従事者に対する安全衛生教育

米子市役所
倉吉体育文化会館

福祉職員キャリアパス対応生涯研修過程・初任者コース

４月

１１月

知福協第2回施設長会議

障害者雇用事業所連絡会
安全運転管理者等講習

鳥取県社会就労センター協議会視察研修会

障がい者虐待防止研修現場力向上研修

福祉職員キャリアパス対応生涯研修過程・管理職員コース

DWAT地区別フォローアップ研修

西部自立支協全員協議会

web

能登半島地震鳥取県DWAT報告会 web

鳥取県西部地区福祉セミナー

サービス管理責任者等基礎研修

工賃向上事業「人づくり」研修管理者編

ジョブコーチサポート研修
相談支援従事者初任者研修

工賃向上就労支援事業「人づくり」研修「基礎編」
米子市人権・同和教育推進協議会総会

障がい者雇用支援のための制度学習会

にちなんふくしフェスタ中山間地「まちづくりフォーラム」
鳥取県社会就労センター協議会総会

鳥取県社会就労センター協議会協予算要望

工業用ウエス先進地視察



３．ボランティア・実習生受入実績

４．各種行事、視察・販売実績

５．定例会議等

倉吉未来中心

倉吉未来中心

米子コンベンションセンター
しゅーと
山口県　ヒストレア宇部

web
web

米子文化ホール
県立福祉人材センター
web
東京都　ホテル東急

倉吉未来中心
東京都　自由民主党本部

web

ふれあいの里
web

ふれあいの里

web
東京都　有明セントラルタワーホール

米子コンベンションセンター
倉吉未来中心サービス管理責任者等実践研修

１月 あいサポートとっとりフォーラム25
琴の浦特別支援学校定着支援会議
日本セルプセンターウエス部会研修会
DWATフォローアップ研修

知福協60周年記念式典

新世紀政策研究会

鳥取県社会就労センター協議会第2回理事会
就労選択支援モデル事業試行研修

日本の福祉を考える会
地域支援セミナー
就労選択支援全国モデル事業報告会
鳥取県障がい者就労事業振興センター第4回理事会

知福協令和5年度第5回施設長会
手をつなぐ育成会スポーツ祭り競技委員会

就労選択支援モデル事業試行研修＠沖縄
全国社会就労センター長研修会・全員協議会

年数回
年3～5回
毎月
毎月

会議名称

年2回
随時

毎月
毎月

備考

職員（食品販売）
職員（食品販売）

富益公民館夏祭り
学宴祭2024

入江杯ボクシング大会販売
職員（食品販売）

職員（食品販売）
あいサポートとっとりフォーラム２５
みなとテラス販売

ノウフクマルシェin米子市文化ホール

民生委員もみの木福祉会視察

弁当

毎月（１２月）

ソーシャルワーク実習

人数

2

6

毎月

管理者会議
課長会議
係長会議
権利擁護委員会

※
富益公民館（随時）
アザレア法律事務所（随時）

弁当

９月
７月

毎月
毎月
毎月

米子養護学校PTA視察

相談援助実習
県米中等部

1
体験学習
体験実習

保育実習
精神看護学実習

3 ボランティア実習

１０月

活動内容

３月

２月 BCPオンライン研修

BCP業務継続計画訓練（災害・感染症）

リスクマネジメント委員会
職員会議
障がいのある方の就労支援をすすめる会
自治会
誕生会(クリスマス会）
個別支援会議
消火・避難訓練
各科往診

交通安全講習・リハビリテーション研修等

給食会議
法人内研修

県米高等部

１１月

１月

4

３月

５月

富益公民館祭

年3～4回

実施月

毎月
毎月

鳥取短期大学

3

８月

職員（食品販売）

職員（食品販売）

団体名

行事

鳥取大学
鳥取大学

とっとり就労支援フォーラム2024

月

農福シンポジウム
地域支援セミナー



31

○居宅身体介護　　○家事援助　　○移動介護

支援の具体的
状況

・利用されていた方が退院され月一回のペースで利用再開する。

支援の具体的

状況

③居宅介護　　

状況

31 30

○居宅身体介護　　○家事援助　　○通院介助

・女性利用者の方の退院後の通院を全て受ける。車に制限があるため他の方と重なる
と車の調整に苦慮する。支援の具体的

提供時間 ・主に、平日の夕方及び土日祝祭日の余暇支援を担う

・7月のクラスター時は他事業所と連携を図り支援にあたる。
・男性職員一名療養休暇に入りイレギュラーの対応に苦慮する。
・ニーズはあるが職員配置、車輌の関係で断ることがある。

延べ利用者数 307人(前年284人)

１月 ２月 ３月

事業実施概要

支援センターのぞみは、障がいのある方が地域の中で、本人主体の生活が送られるように、「個人の意
思の尊重・自己決定」を基本として、関係機関、地域の社会資源、家族等との連携を図りながら、様々
なサービスを提供した。また、事業を実施するに当たり、共生社会の実現へ向けて、すべての住民が、
安全・安心して心豊かな生活を送られる地域づくりを目的としており、地域住民にとって、重要な役割が
果たされるように取り組んだ。

計

稼働日数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

①生活介護事業　

30 30 31 31 2930

１０月 １１月 １２月

延べ利用者数 4,607人(前年4,790人)

30 28 31 362

延べ利用者数 1人(前年6人)

提供時間 ・平日　<月曜日～金曜日>　　９：００　～　１６：００

・7月に新型コロナウイルス感染症に利用者14名（男性利用者一名入院）、職員4名が
感染しクラスターとなる。
・長期入院中の女性利用者の方は退院のめどはまだの状態です。
・女性利用者一名、1月21日より入院。（現在も入院中）
・2月に積雪のため夕の送迎時間を早め対応する。
・利用者の状況をみて開所日を設け支援にあたる。

支援の具体的

状況

④重度訪問介護　　

②行動援護　　 延べ利用者数 1,030人(前年977人)



・日中一時支援 延べ利用者数　（前年度数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

269 265 269 225 234 239 279 220 200 198 171 221 2,790

前年 3,023

旅行 4班に分かれ日帰り旅行を行う（松江・蒜山）：10/11.19.27.30

親子レクレーション サンアビリティーズにて実施：11/8

誕生会 毎月開催

避難訓練等 毎月実施

成人式 １月15日実施

往診 4週間に1回　　岡田内科クリニック

健康診断 一般健康診断３月実施　　　　体重測定　１回／月実施

のぞみ作品展 もみの木アート展に合同展示

研修講師派遣 強度行動障害支援専門研修 ・ とっとり版強度行動障がい児者先導的支援事業

他事業所とのケア会議 適時実施　

ボランティア・実習
受入れ

・鳥取県立米子養護学校　・　鳥取県立皆生養護学校　

・鳥取短期大学　・　ソーシャルワーク実習

支援の具体的状況

自立支援協議会 全員協議会、在宅部会、日中活動部会、地域移行部会

行事・他

のぞみ祭り 日中活動の一環として行う：12/18

事業別会議・研修

行動援護研修　１２回　・　居宅介護研修　１２回　・　個別支援会議　適時

支援計画見直し懇談　２回　・ とっとりフォーラム　・ もみの木福祉会虐待防止研修

 サービス管理責任者研修 　・　強度行動障がい支援者養成研修　

県知福協施設長会議　・　県知福協代議委員会　・　障がい者虐待防止研修　

中国地区日中活動支援部会　

研修・会議等

職員会議 毎月１回実施

提供時間 家族の仕事や用事が終わるまでの時間や家族が一時休息の必要な時間

⑤地域生活支援事業（日中一時支援）



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

30 30 30 31 31 29 31 30 31 30 28 31

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

407 427 374 336 358 389 446 391 399 373 330 377

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

91 85 91 86 83 83 93 86 78 82 77 92

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

23 26 21 21 20 18 21 18 21 26 25 27

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

269 265 269 225 234 239 279 220 200 198 171 221

月

延べ人数

行動援護

計 前年度

《事業別利用者数》
生活介護

月

延べ人数

計 前年度

4607 4,790

　　　　令和6年度　　　　　　　　　　事業報告　【実績】

月

稼働日数

計

362

前年度

364

1027 977

前年度

延べ人数

月

重度訪問介護

月

延べ人数

居宅介護

267 284

計 前年度

5 6

計

日中一時支援

月

延べ人数

計 前年度

2790 3,023


